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麟
蠣
羅
騰

　
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
魚

沼
更
生
園
（
仮
称
）
」
の
開
設

の
た
め
下
記
に
よ
り
職
員
を
公

募
い
た
し
ま
す
。

◎
職
種
別
採
用
予
定
者
数

　
日
本
国
籍
、
健
全
な
心
身
お

よ
ぴ
福
祉
事
業
へ
の
熱
意
を
持

ち
、
採
用
後
は
通
勤
容
易
な
地

域
に
居
住
す
る
者
ー

★
作
業
指
導
員
又
は
児
童
指
導

　
員
採
用
予
定
二
名

★
生
活
指
導
員
又
は
保
母

　
採
用
予
定
四
名

★
調
理
員
、
　
採
用
予
定
一
名

★
用
務
員
　
採
用
予
定
　
男
子

　
一
名
、
女
子
一
名

◎
応
募
方
法

　
五
十
八
年
十
二
月
十
五
日
～

　
五
十
九
年
一
月
十
四
日
ま
で

　
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
組

合
立
魚
沼
学
園
庶
務
係
ま
で

◎
各
職
種
と
も
資
格
や
年
齢
制

限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
役
場
社
会
福
祉
課
ま
で
。

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
、

料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
お
よ

ぴ
バ
ー
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
と

き
は
、
免
税
点
以
下
の
場
合
を

除
き
、
忘
れ
ず
に
公
給
領
収
証

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
税
の
対
象
と
し
く
み

o
飲
食
店
（
婦
女
の
接
待
を
伴

　
わ
な
い
も
の
）
一
人
一
回
料

　
金
が
二
千
五
百
円
を
超
え
た

　
と
き
。
料
金
の
一
〇
％

o
料
理
店
・
バ
ー
お
よ
び
飲
食

　
店
（
婦
女
の
接
待
を
伴
う
も

の
の
）
　
利
用
料
金
の
一
〇
％

●
旅
館
・
ホ
テ
ル

e
一
人
一
泊
二
食
の
料
金
が
、

　
五
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、

　
二
千
円
（
た
だ
し
、
五
十
九

　
年
一
月
一
日
以
降
は
二
千
五

　
百
円
）
を
控
除
し
た
残
り
の

　
額
の
一
〇
％

口
宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食

　
昼
食
な
ど
、
ま
た
は
日
帰
者
の

　
休
け
い
お
よ
び
飲
食
は
利
用

　
料
金
が
二
千
五
百
円
を
超
え

　
た
と
き
、
料
金
の
一
〇
％

※
公
給
領
収
証
は
、
会
計
が
明

朗
に
な
り
、
税
金
上
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

※
問
い
合
せ

十
日
町
財
務
事
務
所
（
間
税
係
）

（
五
七
－
五
五
一
一
）

慧
懸
瑠
響

検
察
絡
査
員
爆
選
ぽ
鵜
瀬
す

　
成
人
に
な
る
と
選
挙
権
を
獲

得
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
検
察
審
査
員
に

選
ば
れ
る
こ
と
の
あ
る
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

　
検
察
審
査
制
度
は
、
窃
盗
・

詐
欺
・
暴
力
・
交
通
事
故
そ
の

桑
妥

福
セさ
しヒ

’9ら
、

ρ

〃
弓

有おL
あ勺￥

～あ
ぞち
ゐ　炉

　勾
／ i 　　　の

皿
’拓

忽
髪
一
　

い｝
いく
な蓄

　噛　る

＼
＼

ノー　　ハつ

％　、喝
　　　ワ
　　　甑　、
　　　し　い
　　　い
　　　，ヒ

／

齢
　
　
ノ

　
マ
フ
ラ
￥ 　ハ歯

六じ鮎’

泌匂￥
　うな
　わb￥

」
ざ

f r
　　　’む’

・〆鷺
ゼ々
　㌧姥
1
時

　　々者
　　ク　　　セ　　ケ〉んし ぜ’ 　　　、
威い

～
騰
し
い

．・つ

0
〆

「

麟
し

他
の
犯
罪
で
被
害
を
受
け
た
人

が
告
訴
を
し
て
も
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
こ
ん
な
不
満
の
あ
る

人
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
制
度

で
す
。

　
あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
た
時
は
、
検
察
審
査
会
の

役
割
を
理
解
さ
れ
進
ん
で
こ
の

務
め
を
果
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
や

　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

（
台
。
二
五
奈
三
平
三
璽
）

　
新
潟
県
が
立
県
百
年
の
記
念

事
業
と
し
て
、
編
さ
ん
を
進
め

て
い
る
「
新
潟
県
史
」
は
、
昨

年
度
に
続
い
て
、
五
十
九
年
三

月
末
に
五
巻
が
刊
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
o

◆
今
回
刊
行
巻
（
五
巻
）
の
内
容

囹
頒
布
価
格

資
料
編
5
中
世
三
　
五
一
8
円

資
料
編
1
0
近
世
五
　
五
る
O
円

資
料
編
1
2
近
世
七
　
吾
吾
円

資
料
編
1
8
近
世
六
　
吾
8
円

資
料
編
2
3
民
俗
文
化
財
二

　
　
　
　
　
　
　
四
九
五
〇
円

　
な
お
、
既
刊
の
十
六
巻
の
資

料
編
も
ま
だ
、
在
庫
が
あ
り
ま

す
。
★
申
込
先

　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

　
　
　
　
　
　
　
六
〇
二
番
地

新
潟
県
総
務
部
県
史
編
さ
ん

　
室
（
君
〇
二
垂
造
芹
蓋
二
）

轟
欝
　
－

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
上
山
　
寿
扇
の
会
　
一
万
円

　
中
里
農
協
（
展
示
即
売
チ
ャ

　
リ
テ
ィ
）
八
千
二
百
四
十
円

　
B
S
N
新
潟
放
送
十
日
町
放

送
局
が
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

開
局
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
十
日
町
市
を
中
心
に
三
万

世
帯
が
鮮
明
な
B
S
N
ラ
ジ
オ

を
聴
取
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

究　
、

　
、、
　
　
　
　
　
養

、
　
　
　
　
　
栄
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φ
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と
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”
　
　
、
　
　
　
娠

一
　
ク
　
斑

”
　
　
　
　
　
　
o
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φ
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ψ“”

　
な
　
刈

…
　
し
　
　
外

㎜
　
が
　
煙

㎜
ん
の
　
鰻

廷
み
級
郎

”
な
お
学
旧

㎜
み
　
蝋
朋

φ
　
　
　
　
　
■

◆
噂
◆
ら
◆
ら
◆
奄
◆
噂
◆
も
◆
噂
6
侮
ら
ら
ー
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◆
ら
◆
奄
6
ら
◆
ら
◆
ら
◆
ら
1
噺
◆
ら
ー
・
◎
ら
◆
ら
1
噸
2

　　　　　家族計画

1月20日／上村病院／12：30～13：00／産褥と赤ちゃんの

　　　　保育

口妊婦検診

　12月16日／上村病院／13：30～14：00

　1月20日／上村病院／13：30～14：00

■婦人の健康づくり

　貧血予防、調理講習会など（対象地区に別紙で通知
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本厘臓

喰冬期除・圧雪路線計画図

（中里村）　　干溝　　　櫃

・宮中　　堀之内　　本盟

胆　尽．口
婁要地方遭小千谷＋日町鵜線
色

田中

桂

　新燈敷

至十日町→

芋沢

3
5
3
号
線

117　線

　　　　　　　　　　　　西方清田山

　　　　』

　上山

朴木沢

　　　　市之越

，
2
：
：
1

□

東田沢

←至津繭町

原町

　　　　　　　　　　荒量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山崎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通り山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　芋川新田

芋川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き梗原

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自羽毛

如乗寺

藤

田沢

勇ロ倉俣

　　　　鷹羽

　　程島

口
里

中
深
見
超
後
田
沢
停

　　　　　　　　　　　　　豊里

東田尻

薮0重地

区分 凡　　　　　　例

第一種 常時2車線確保

籔第二種 常時1車線確保

一一・下出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　小出

一一一田代

皿A（窮三瀬 1車線確保を目標とする
角間

　　　　倉下　　　　　土倉

一
一

B種 一　　騨　　一　　一　囎　　一　　一 プル又は雪上車による圧雪

清
津
公
薗
線

葎沢

至
塩
沢
町
↓

昭和58年

ズ
→

←

原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
去
年
よ
り
二
日
遅
れ
て
、
本
格
的
な
雪
が
十
一
月
二
㎜

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
十
六
日
に
降
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
冬
も
本
番
を
迎
え
㎜

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
ま
す
。
村
で
は
雪
か
ら
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
道
㎜

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
路
確
保
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
㎜

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
に
行
う
た
め
に
は
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
た
㎜

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
い
せ
つ
で
す
。
雪
国
に
住
む
一
人
と
し
て
モ
ラ
ル
を
守
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

㎜
っ
て
互
い
に
快
適
な
冬
を
過
し
た
い
も
の
で
す
。
．
　
　
即

新

　
両
側
の
家
々
か
ら
降
ろ
さ
れ

た
雪
で
国
道
二
七
号
線
が
埋

ま
り
、
こ
の
下
に
国
道
あ
り
と

い
わ
れ
た
の
も
つ
い
十
五
年
ほ

ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
後
、
経
済
の
急
成
長
と

と
も
に
、
除
雪
機
械
の
改
良
、

普
及
に
よ
っ
て
、
ま
た
た
く
ま

に
村
内
の
主
要
道
路
の
除
雪
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
た
ち
の
生
活
は
、

車
を
無
く
し
て
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
ふ
だ
ん
口
に
し
て
い
る

野
菜
も
肉
も
魚
も
、
み
な
車
で

輸
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬
場
、

雪
の
た
め
に
交
通
が
と
だ
え
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
も

脅
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
ま
す

と
、
冬
場
の
交
通
確
保
は
、
雪

国
で
あ
る
当
村
に
と
っ
て
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
仕
事

で
す
。

村
道
除
雪
延
長
四
十
七
キ
ロ

　
今
年
の
除
圧
雪
計
画
に
よ
り

ま
す
と
、
村
道
の
除
雪
延
長
は

四
十
七
樽
（
消
雪
パ
イ
プ
三
・
三

緯
含
む
）
の
予
定
で
す
。

村
内
に
は
じ
め
て
消
．
雪
。
バ
イ
プ

が
布
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十

六
年
十
一
月
（
駅
通
り
）
で
す
。

現
在
で
は
、
国
、
県
、
村
道
を
合

せ
ま
す
と
十
丁
五
協
り
に
消
雪
パ

イ
プ
が
布
設
さ
れ
、
三
十
六
本

の
井
戸
が
堀
ら
れ
消
雪
に
威
力

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
雪
害
対
策
費
は
、

消
雪
パ
イ
プ
工
事
、
ロ
ー
タ
リ

ー
除
雪
車
購
入
等
の
経
費
を
合

せ
ま
す
と
、
一
億
三
千
百
万
円

に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
莫
大
な
除
雪
経
費
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
に
村
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

煮

鴨
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S42年ころの国道117（上山

撫漢罐鮮糖

　　灘
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冬
場
一
番
怖
い
の
は
、
火
災

や
水
害
が
起
き
る
こ
と
で
す
。

冬
場
の
火
災
は
、
水
の
確
保
が

容
易
で
な
く
大
火
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
川
に

雪
が
つ
か
え
て
お
き
る
床
上
浸

水
な
ど
の
水
害
は
悲
劇
で
す
。

雪
国
に
住
む
私
た
ち
は
、
日
ご

ろ
か
ら
こ
う
し
た
状
況
に
対
応

し
た
手
段
を
講
じ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
個
人
で
は
、
対
応
し
き
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

ぐ
る
み
で
こ
う
し
た
問
題
の
解

決
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
地
域
ぐ
る
み
で

　
　
流
雪
溝
の
運
営
を

　
山
崎
、
L
山
地
区
で
は
、
流

雪
溝
運
営
協
議
会
を
作
っ
て
、

メ
溺

た

流
雪
溝
で
の
事
故
防
止
や
有
効

活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

山
崎
集
落
で
は
、
上
流
地
域
か

ら
流
れ
て
く
る
雪
か
ら
、
水
つ

き
を
防
ぐ
た
め
に
、
川
に
棚
（
め

ざ
ら
）
を
入
れ
て
い
ま
す
。

雪
も
昼
間
入
れ
た
の
は
少
し
づ

つ
解
け
案
外
水
つ
き
に
な
り
ま

せ
ん
が
、
夕
方
入
れ
た
雪
は
少

し
も
解
け
ず
に
下
流
で
つ
か
え

水
つ
き
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

上
流
の
人
た
ち
が
、
家
の
前
に

あ
る
川
に
雪
を
流
し
た
い
気
持

は
良
く
わ
か
り
ま
す
が
、
時
間

帯
や
大
き
さ
な
ど
を
考
え
て
、

下
流
の
人
た
ち
が
水
つ
き
に
会

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

道
路
へ
の
雪
捨
て
は

　
と
り
返
し
の
で
き
な
い
事
態
へ

　
き
れ
い
に
除
弔
，
し
た
道
路
に

量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

ス
ポ
ー
ン
、
ス
ポ
ー
ン
と
雪
を

投
げ
て
い
る
人
が
い
ま
す
が
、

端
か
ら
見
て
い
て
と
て
も
腹
立

た
し
く
感
じ
ま
す
。
道
路
に
屋

根
が
面
し
て
い
る
家
で
は
あ
る

程
度
雪
を
道
路
に
落
し
て
も
い

た
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
す
が
、

一
人
は
、
下
に
い
て
一
車
線
だ

け
は
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
現
在
は
、
こ
う
し
た

ず
る
い
人
や
心
臓
の
強
い
人
が

得
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
α
こ
う
い
う
人
を
見
か
け

た
ら
注
意
を
す
る
く
ら
い
の
勇

気
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

気
分
最
悪

　
　
雪
水
は
ね
運
転

　
国
道
一
一
七
号
線
の
消
雪
パ

イ
プ
布
設
地
で
は
、
雪
が
降
っ

て
い
て
も
傘
は
、
横
に
さ
さ
な

一
－

劉
欝
　
　
蓄
｛

鳩
露
ぜ
ぎ
－

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

車
の
雪
水
の
は
ね
あ
げ
か
ら
、

身
を
守
る
た
め
で
す
。
朝
の
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
気
分
が
、
雪
水

の
は
ね
あ
げ
の
被
害
で
一
日
中

不
愉
快
と
な
り
ま
す
。
運
転
者

の
皆
さ
ん
も
一
度
は
経
験
し
て

い
る
は
ず
で
す
。
消
雪
パ
イ
プ

の
あ
る
所
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
を

落
し
て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
を
す
る
側
か
ら

▼
　
除
雪
作
業
中
は
、
絶
対
に

機
械
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
特
に
子
ど
も
や
老
人
は
危

険
で
す
か
ら
回
り
の
人
も
注
意

し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
　
除
雪
は
、
朝
三
時
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
違
法
駐
車
の
車
が

あ
る
と
、
作
業
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
雪
パ
イ

プ
の
あ
る
所
に
停
め
て
あ
る
車

を
見
う
け
ま
す
が
、
歩
行
者
が

道
路
側
を
歩
く
た
め
危
険
で
す

か
ら
や
め
て
く
だ
さ
い
。

璽竈偲“お》互　版、

署

、
～

　
　
　
　
ン

㊥
　
、

原
点
に
返
つ
て

山
崎
林

秀
さ
ん

　
昭
和
二
十
年
の
豪
雪
は
も
の
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。

ほ
と
ん
ど
の
若
衆
が
兵
隊
に
行
っ
て
い
た
た
め
、
女

衆
が
中
心
と
な
っ
て
雪
掘
り
を
し
ま
し
た
。
ど
こ
の

家
も
降
り
続
く
雪
で
埋
ま
り
、
国
道
の
方
が
家
の
屋

根
よ
り
も
高
く
な
り
二
階
か
ら
出
入
り
す
る
家
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
る
で
雪
地
獄
の
よ
う
で
し
た
。
昔
は
、

春
先
き
に
な
る
と
、
共
同
作
業
で
雪
割
り
を
や
っ
た

も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
昔
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
今
は
極
楽

の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
人
間
は
便
利
に
な
れ
ば
な

っ
た
で
昔
の
苦
労
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ま
一

度
原
点
に
戻
っ
て
、
雪
国
に
住
む
者
と
し
て
、
お
互

い
に
モ
ラ
ル
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

◎
『
違
法
駐
車
は
困
り
ま
す

芋
川
南
雲
勝
雄
さ
ん

　
倉
俣
地
区
の
道
は
、
非
常
に
狭
く
て
除
雪
し
に
く

い
路
線
で
す
。
除
雪
作
業
を
し
て
い
て
一
番
困
る
こ

と
は
、
道
路
に
停
め
て
あ
る
車
で
す
。
私
た
ち
除
弔
，

の
運
転
手
は
、
み
な
さ
ん
の
出
勤
時
間
に
間
に
合
わ

そ
う
と
朝
早
く
か
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
除
雪
機
械
は

走
行
も
速
く
、
幅
も
広
く
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
か

ら
除
雪
作
業
中
は
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
除
雪
を
し
た
あ
と
に
道
路
へ
雪
を
出
さ
れ
ま

す
と
万
一
の
時
、
緊
急
自
動
車
等
が
通
れ
な
く
惨
事

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



、
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中
魚
沼
地
域
水
資
源
対
策
協
・
広
報
P
R
事
業

噺
　
中
魚
沼
地
域
水
資
源
対
策
協
議
会
（
十
日
町
噺

マ
・
津
南
町
・
川
西
町
・
中
里
村
の
四
市
町
蕊

＋
で
構
成
。
会
長
十
日
町
市
長
）
は
、
昭
和
五
十
＋

＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

＋
五
年
度
に
行
わ
れ
た
東
京
通
産
局
の
「
中
魚
沼
＋

量
域
地
下
水
利
用
適
正
化
調
査
・
を
基
点
に
、
榊

＋
中
魚
沼
の
地
下
水
盆
（
地
下
水
の
入
っ
て
い
る
＋

マ
と
い
う
意
味
）
の
限
ら
れ
た
水
を
、
有
効
∴

＋
つ
適
正
に
利
用
す
る
た
め
に
昭
和
五
十
七
年
三
＋

＃
に
霊
さ
れ
た
組
織
釜
　
　

榊

＋
　
地
下
水
位
観
測
や
実
態
調
査
な
ど
水
資
源
の
＋

＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

＋
適
正
利
用
の
推
進
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
＋

＋
が
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
各
市
町
村
の
広
＋

＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

＋
報
紙
に
よ
る
共
通
の
P
R
事
業
　
　
　
”
消
雪
パ
　
＋

＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

｝
イ
プ
の
有
効
利
用
と
節
水
〃
と
い
う
テ
ー
マ
で
＋

ナ
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
に
呼
ぴ
か
け
て
い
ま
す
。
峠

　
「
水
は
い
の
ち
」
地
下
水
が
貴
重

で
有
限
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
を
有
効
に
使
う
か
使
わ
な
い

か
は
中
魚
沼
地
域
全
体
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
日
本
の
国
全
体
の
問
題

で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
視
点
の
中
で
、
節
水
で

き
る
も
の
は
必
ず
そ
れ
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
魚
沼
郡
地
域
の

昭
和
五
十
五
年
東
京
通
産
局
の
”
地

下
水
利
用
適
正
化
調
査
”
の
報
告
に

よ
る
と
、
当
地
域
の
一
日
の
地
下
水

揚
水
量
は
、
平
均
二
十
五
万
－
・
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ
と

ん
ど
が
冬
期
間
に
汲
み
上
げ
ら
れ
、

貴
重
な
資
源
は
、
だ
ん
だ
ん
減
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
冬
期
間
み
な
さ
ん
の
足

の
確
保
に
活
躍
す
る
消
雪
パ
イ
プ
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
つ
ぎ
の
四
つ
の

点
を
中
心
に
、
消
雪
用
水
の
節
水
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
何
気
な
し
に
使
っ
て
い
る
水

あ
な
た
は
水
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い

　
　
　

か
れ
な
い
の
で
す
よ
！

　
現
在
は
「
降
雪
自

動
検
知
器
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
そ
れ

が
設
置
し
て
あ
る
と

こ
ろ
と
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
雪

が
降
っ
て
い
な
い
と

き
で
も
消
雪
パ
イ
プ

を
稼
動
さ
せ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

不
必
要
な
時
に
稼
動
さ
せ
な
い
こ
と

が
、
節
水
の
第
一
条
件
で
す
。
さ
ら
に
、

そ
う
い
っ
た
も
の
を
見
か
け
た
時
は

お
互
い
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
雪
が
降
り
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
て
積
も
る
ま
で
に
は

　
　
　
　
　
　
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
状
況
を
見
て

　
　
　
　
　
　
ス
イ
ッ
チ
を
断
続
す

　
　
　
　
　
　
れ
ば
節
水
の
効
果
は

　
　
　
　
　
　
上
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
そ
の
使
用

　
　
　
　
　
　
水
量
も
、
一
本
の
井

戸
に
よ
る
揚
水
量
は
、
毎
分
○
・
五

～
○
・
八
ト
ン
で
、
延
長
三
百
灯
の
路

面
消
雪
が
可
能
な
の
で
す
。
（
○
・
八

ノ
は
、
ド
ラ
ム
缶
に
四
本
で
す
。
）

　o
　　　O
　　O　 oO
　　o　　　　ooン
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懸鍬
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十
一
月
二
十
六
日

の
初
雪
時
も
そ
う
で

し
た
が
、
消
パ
イ
の

水
を
高
く
出
し
す
ぎ

て
人
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
道
路
が
あ
り

ま
し
た
。
　
”
水
を
多

く
高
く
出
し
た
か
ら

雪
が
い
っ
ぱ
い
消
え
る
”
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は

高
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
水
の

も
つ
熱
カ
ロ
リ
ー
が
空
中
で
分
散
し

効
果
が
正
反
対
に
な
り
ま
す
。

噸距
～墜・

　
”
散
水
の
高
さ
を
低
く
す
る
こ
と
”

こ
れ
も
大
き
な
節
水
の
た
め
の
方
法

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
雪
パ
イ
プ
は
地

下
水
の
熱
が
雪
に
伝

わ
り
、
う
ま
く
水
と

雪
が
か
き
混
ざ
っ
て

よ
り
効
果
が
あ
る
も

の
で
す
．

　
特
に
道
路
以
外
の

消
雪
に
つ
い
て
は
、

出
し
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
で
、
雪
と
水
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ρ

嚢
　
　
　
　
　
　
つ
O

“
o
　
学
、

　
　
し
一
二
蛍
v

蟹
菰
繕

　
　
　
　
　
　
二
弓

壱
　
　
0

　
　
　
　
％

方
法
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
無
駄

も
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現

況

　
消
パ
イ
が
生
ま
れ
た
の
は

昭
和
三
十
八
年
長
岡
市
の
国

道
に
布
設
さ
れ
た
の
が
始
ま

り
。
以
来
雪
国
各
地
で
普
及

し
、
冬
の
交
通
確
保
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
、

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り

で
す
。

　
当
地
域
内
の
深
井
戸
の
本

数
は
約
八
百
本
、
う
ち
九
十

智
が
消
雪
用
水
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
克

雪
最
大
の
武
器
と
い
わ
れ
た

消
パ
イ
も
水
位
低
下
に
よ
り

機
能
し
な
く
な
っ
た
の
も
出

始
め
て
い
ま
す
。

長
所
と
短
所

　
そ
れ
で
は
消
パ
イ
の
長
所

短
所
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〔
長
所
〕

ω
除
雪
機
械
と
比
較
し
て
交

　
通
障
害
、
路
面
損
傷
な
し
。

㈹
人
間
の
操
作
が
少
な
い
省

　
力
化
除
雪
等
。

〔
短
所
〕

ω
舗
装
の
損
耗
が
大
き
い
。

⑭
自
動
車
に
よ
る
雪
水
の
は

　
ね
上
げ
が
通
行
者
に
か
か

　
る
。

⑬
過
剰
用
水
で
地
下
水
障
害

　
を
起
こ
す
。

　
等
の
点
が
あ
り
ま
す
。
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◆
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◆
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◆
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◆
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◆
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φ
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は節水

電気料の
に減低

　
中
魚
沼
地
域
内
の
国
・
県
・
市
町

村
道
の
消
雪
パ
イ
プ
の
電
気
料
は
昨

冬
（
昭
和
五
十
七
年
度
）
の
決
算
実

績
か
ら
み
る
と
、
驚
く
こ
と
に
、
ひ

と
冬
で
約
九
千
五
百
万
円
も
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　
で
は
、
十
日
町
に
例
を
と
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
市
内
の
消
雪
パ
イ
プ
で
降

雪
自
動
検
知
器
の
設
置
し
て
あ
る
と

こ
ろ
と
未
設
置
の
と
こ
ろ
を
比
較
し

て
み
る
と
、
、
一
肩
あ
た
り
要
し
た
電

気
料
を
計
算
す
る
と
　
　
　
未
設
置

の
と
こ
ろ
が
七
百
二
十
五
円
、
設
置

ら
◆
も
◆
撃
◆
毒
◆
も
▼
◆
も
◆
も
◆
噂
◆
奄
◆
噺
◆
噺
◆
噺
◆
噺
◆
も
◆
も
・
◆
も
◆
ら
▼
◆
奪
◆
ら
・
◆
奪
◆
も
・
◆
も
◆
も
・
◆
曝
◆
奄
◆
ら
・
◆
▲
9
◆
う
◆
も
◆
、

　
中
魚
沼
地
域
水
資
源
対
策
協
議
会

十
日
町
市
地
下
水
利
用
対
策
協
議
会

十
日
町
市
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
融
消
雪
方
法
と
地
下
水
」
（
有

効
利
用
の
だ
め
の
方
法
研
究
）
が
、
十

二
月
三
日
出
午
前
九
時
か
ら
、
．
十
日

町
市
・
タ
ロ
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

地
下
水
へ
の
依
蕉
が
大
き
な
割
合郡市内外から120名が参加

を
占
め
る
当
地
域
で
、
特
に
問
題
と

さ
れ
て
い
る
消
雪
用
水
。
地
下
水
問

題
は
、
こ
の
消
雪
用
水
の
問
題
を
避

け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今

回
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

地
下
水
保
全
、
か
ん
養
と
い
う
大
き

な
目
的
に
お
い
て
、
た
だ
散
水
し
っ

ぱ
な
し
の
消
雪
パ
イ
プ
に
代
わ
る
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

し
て
あ
る
と
こ
ろ
が
六
百
十
八
円
と
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

明
ら
か
な
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
こ
の
よ
う
に
降
雪
検
知
器
に
例
を
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

と
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
節
水
御

を
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
効
果
が
あ
御

る
か
が
お
わ
か
り
の
こ
と
と
思
い
ま
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
も
ち
ろ
ん
、
消
雪
パ
イ
プ
の
有
効
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

利
用
の
み
と
い
う
の
で
は
な
く
、
地
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

下
水
の
節
水
を
す
る
こ
と
は
、
地
域
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
地
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

域
住
民
み
ん
な
で
見
つ
め
直
し
て
み
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔚

た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
ヒ
ー
ト
ポ
勤
蟹
縁
撫
轍
泳
融
雪

　
シ
ス
デ
禽

　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
温
水
温
度
を
四

十
度
に
高
め
、
積
雪
が
生
じ
た
ら
、

循
環
ポ
ン
プ
を
稼
動
（
自
動
・
手
動

制
御
）
さ
せ
て
融
雪
面
に
埋
設
し
た

パ
イ
プ
に
循
環
さ
せ
て
や
り
雪
を
融

か
す
。
循
環
し
て
戻
っ
て
来
る
温
水

地盤沈下が

起きてからでは遅い。

　　地下水対策

’
～
◆
も
▼
◆
ム
▼
◆
も
7
◆
も
▼
◆
も
τ
◆
も
ワ
◆
も
了
◆
も
▼
◆
色
▼
◆
毒
◆
亀
7
◆
▲
▼
◆
直
▼
◆
も
◆
ら
・
◆
も
▼
◆
直
響

　
　
熱
交
換
訪
武
・
敷
泳
融
雪

　
　
シ
ス
テ
ム

　
外
部
の
熱
源
を
用
い
ず
、
井
戸
水

の
も
っ
て
い
る
熱
を
最
大
限
に
利
用

す
る
方
法
。
揚
水
用
と
還
元
用
の
井

戸
二
本
が
必
要
。
揚
水
し
た
井
戸
水

を
熱
交
換
器
で
熱
を
吸
収
す
る
。
そ

の
熱
で
散
水
す
る
水
（
河
川
水
）
の

法
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
、
ま

た
そ
の
中
で
当
地
域
に
ど
ん
な
方
法

が
適
し
、
安
い
コ
ス
ト
で
、
よ
り
効

果
の
あ
る
水
利
用
が
可
能
で
あ
る
か

を
考
え
る
た
め
の
研
究
会
で
す
。

　
県
内
で
は
初
め
て
の
開
催
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
シ
ス
テ

ム
の
研
究
報
告
を
中
心
に
し
な
が
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
温
度
が
低
下
し
て
い
る
が
、
サ
ー

モ
ス
タ
ッ
ト
の
設
定
温
度
よ
り
低
下

す
る
と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
稼
動
し
、

再
び
上
昇
す
る
。

　
熱
源
と
し
て
は
、
井
戸
水
を
使
用
。

吸
熱
後
の
井
声
水
は
、
排
水
か
ま
た

は
地
下
に
還
元
す
る
。
補
助
的
に
散

水
し
た
り
、
他
の
場
所
に
散
水
す
る

こ
と
も
可
能
。

クロズ

温
度
を
上
昇
さ
せ
て
散
水
す
る
。
地

下
水
温
は
十
二
度
前
後
で
あ
る
か
ら

熱
交
換
器
の
伝
熱
効
率
を
向
上
さ
せ

れ
ば
、
地
下
水
毎
分
五
百
μ
を
使
っ

て
同
量
の
零
度
の
河
川
水
を
八
度
以

上
に
加
温
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
す

で
に
確
立
さ
れ
た
消
パ
イ
の
技
術
を

利
用
で
き
る
こ
と
と
熱
源
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
応
用
範
囲
も
広
が
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
地
下
水
問
題
の
中
で
一
番
む
ず
礎

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

カ
し
レ
こ
と
は
、
直
接
目
に
ふ
れ
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
で
す
。
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
し
か
し
、
水
位
低
下
、
枯
渇
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

そ
し
て
地
盤
沈
下
と
い
っ
た
障
害
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

は
、
当
地
域
全
体
の
問
題
と
な
り
榊

ま
す
。
現
在
、
地
盤
沈
下
は
、
当
御

地
域
に
は
、
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
鯉

　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
こ
れ
が
起
き
て
か
ら
で
は
、
地
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

下
水
対
策
は
も
う
遅
い
の
で
す
。
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
無
散
水
シ
ス
テ
ム

　
舗
装
体
の
中
に
放
熱
管
を
埋
設
し

こ
の
中
に
地
下
水
を
送
っ
て
、
地
下

水
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く

路
面
に
伝
え
、
積
も
っ
た
雪
や
車
道

か
ら
除
雪
さ
れ
た
堆
雪
を
融
か
し
、

同
時
に
路
面
の
凍
結
も
防
ぐ
消
雪
方

法
。揚
水
用
と
還
元
用
の
井
戸
二
本
を
使

い
、
夏
は
地
下
水
を
逆
循
環
さ
せ
て

畜
熱
の
機
能
も
可
能
。

、
熱
だ
け
を
路
面
に
伝
え
て
雪
を
融

か
し
、
温
度
の
下
が
つ
た
地
下
水
は

外
気
に
触
れ
る
こ
と
な
く
注
入
井

（
還
元
井
）
よ
り
地
下
に
再
び
戻
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
　
温
水
麺
環
に
欲
る

　
　
　
　
口
警
ぎ
籟
毒
テ
ン
グ

　
舗
装
路
盤
に
タ
フ
コ
ン
パ
イ
プ
（
特

殊
ナ
イ
ロ
ン
樹
脂
使
用
）
と
い
う
放

熱
管
の
配
管
に
よ
る
温
水
循
環
シ
ス

テ
ム
。
伝
熱
に
よ
り
路
面
を
昇
温
さ

せ
融
雪
す
る
。
熱
交
換
器
に
蒸
気
や

温
水
ポ
イ
ラ
ー
を
用
い
循
環
す
る
。

温
水
に
は
専
用
液
を
上
水
で
薄
め
た

も
の
を
使
う
。
ま
た
パ
イ
プ
も
柔
軟

性
が
あ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ン

タ
リ
！
ト
、
床
な
ど
材
質
を
選
試
な

い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
さ
、
融

雪
能
力
の
高
い
点
か
ら
、
高
速
道
路

料
金
所
や
駐
車
場
等
に
布
設
さ
れ
て

い
る
例
も
あ
る
。

　
以
上
四
つ
の
シ
ス
テ
ム
の
研
究
報

告
が
あ
り
、
続
い
て
、
野
原
以
左
武

ぎ
ん
（
長
岡
雪
害
実
験
研
究
所
第
三

室
長
）
の
研
究
報
告
の
ま
と
め
と
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
質
疑

応
答
に
は
、
や
は
り
コ
ス
ト
の
問
題

当
地
域
に
照
ら
し
合
わ
し
た
時
の
各

シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ヴ
ト
・
デ
ズ
リ
曽

ト
等
の
問
題
、
還
．
垢
に
よ
る
水
質
汚

濁
の
問
題
等
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
．
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中
里
村
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
、
悪
性
新

生
物
（
ガ
ン
）
が
脳
卒
中
を
抜
い
て
死
亡
原
因
の
第

一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
脳
卒
中
の
発
生

は
依
然
と
し
て
横
ば
い
状
態
で
す
。
み
な
さ
ん
の
身

内
に
も
脳
卒
中
や
く
も
膜
下
出
血
等
で
倒
れ
ら
れ
た

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
倒
れ
て
か
ら
で
は
手
遅
く

れ
で
す
。
検
診
を
受
け
て
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期

治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
循
環
器
検
診
は
、
身
体
の
各

組
織
に
栄
養
や
酸
素
を
運
び
、

老
廃
物
を
運
び
去
る
心
臓
や
血

管
な
ど
の
た
い
せ
つ
な
検
査
で

す
。　
昭
和
五
十
八
年
度
の
村
民
健

康
検
診
（
循
環
器
検
診
）
の
結

果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
今

年
度
か
ら
は
、
老
人
保
健
法
の

施
行
で
三
十
五
歳
以
上
（
事
業

所
で
検
診
を
受
け
る
人
を
除
く
）

　
　
　
　
　
の
人
を
対
象
に
実

　、耀翻齢』1．§二
血液の検査で健康状態が

施
し
ま
し
た
。
こ

の
内
、
七
十
歳
以

上
の
人
た
ち
は
上

村
病
院
と
倉
俣
診
療
所
の
ニ
カ

所
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
三
十
五
歳
～
六

十
九
歳
ま
で
の
人
た
ち
の
結
果

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
検
診
対
象
者
二
千
二
百
九
人

の
内
、
実
際
に
受
診
を
し
た
の

は
、
千
四
百
三
十
五
人
で
受
診

率
は
六
四
・
九
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
受
診
者
千
四
百
三
十
五

人
の
内
、
精
密
検
診
に
回
っ
た

人
は
、
七
百
九
十
八
人
（
五
六

％
）
で
す
。

　
結
果
内
容
は
、
貧
血
、
高
血

圧
、
肥
満
、
心
障
害
が
圧
倒
的

、
●　
　
》

r
●

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
精
密
検
診
に
回
っ
た
人
は

平
均
一
・
五
の
病
気
を
も
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

検
診
で
病
気
の
発
見
と

　
　
医
療
費
の
節
約
を

検診を受けましょう

健康検診結果（1，435人受診）

　　　　疾病別ベスト6
4 17．2％）

32 ヨ6．2　》

220人 葦5。3
2壌5入 15．0％

91人（6．3％）

82人（5，7％）

貧　　　血

高　血　圧
肥　　　満
心　障　害
高コレステロール

動脈硬化症

精密検診指導区分（798人）

療
導
察
し

医
指
観
な

　
　
　
常

要
要
要
異

　
最
近
の
医
療
技
術
の
進
歩
に

は
、
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴
い

手
術
等
も
高
度
と
な
り
医
療
費

が
か
さ
み
ま
す
。
ガ
ン
や
脳
卒

中
で
大
き
な
手
術
を
受
け
た
人

の
一
カ
月
の
医
療
費
は
二
百
万

円
を
超
す
場
合
が
で
て
い
ま
す
。

こ
の
莫
大
な
医
療
費
は
、
だ
れ

が
出
す
の
で
も
な
く
、
わ
れ
わ

れ
被
保
険
者
で
す
。
検
診
の
た

い
せ
つ
さ
ば
、
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
よ
る
健
康
の

維
持
と
、
医
療
費
の
増
大
に
も

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

　
「
オ
レ
は
、
丈
夫
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
検
診
を
受
け
な
い
で

病
気
の
発
見
が
遅
れ
る
例
が
多

く
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
検
診

の
重
要
性
を
認
識
し
た
い
も
の

で
す
。

・…年代別受診率…・検診で健康管理を
oo入 □対象者数
■■受診者数

300人

65％ 67％
74％

〆受診率

200人 66％
70％

59％

oo人
45％

35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69

　
受
診
対
象
者
を
年
齢
別
に
見
ま
す
と
右
の
グ

ラ
フ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
若
い
世
代
の
対
象

者
数
の
少
な
い
理
由
と
し
て
は
、
主
に
勤
め
人

の
増
加
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
年
代
別
の
受
診
率
を
見
ま
す
と
、
六
十
歳
～

六
十
四
歳
の
年
代
が
一
番
良
く
七
四
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
逆
に
一
番
悪
い
の
は
、
三
十
五
歳

～
三
十
九
歳
で
四
五
％
で
す
。
こ
の
年
代
の
人

た
ち
は
ま
だ
若
い
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
安
易
な

考
え
方
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
受
診
対
象
者
二
千
二
百
九
人
中
、
七
百
七
十

四
人
の
未
検
診
者
が
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は

な
ぜ
、
た
い
せ
つ
な
検
診
を
受
け
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
検
診
を
受
け
な
い
理
由
と
し
て
は
、

一
、
時
期
が
悪
く
農
作
業
等
が
忙
し
く
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。
二
、
出
稼
等
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
こ
の
人
た
ち
も
自

分
自
身
の
健
康
状
況
を
知
る
た
め
に
一
年
に
一

回
は
時
間
を
都
合
し
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

噂門嫡

と◎’マ広報か

瀕
禰
磁
鰯
麟
鋼
蹴
裡

　
商
工
業
者
念
願
の
商
工
会
館

が
総
合
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
完
成

し
、
去
る
十
一
月
二
十
八
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
商
工
業
関
係

者
百
人
が
出
席
し
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

広
田
寛
吾
商
工
会
長
は
「
村
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
り
っ
ぱ
な
商
工
会
館
が
完

成
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
商

工
会
館
を
新
し
い
時
代
に
対
応

す
る
た
め
の
中
核
的
な
基
地
と

し
て
大
い
に
活
用
し
、
中
里
村

の
商
工
業
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
村
政
発
展
の
一
翼
を
担
い

た
い
一
と
、
竣
工
の
喜
ぴ
と
抱

負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗

　
商
工
会
館
の
建
設
は
、
中
里

村
の
商
工
業
の
発
展
を
図
る
た

め
に
は
中
核
的
な
基
地
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
十
五

年
五
月
の
通
常
総
会
で
建
設
促

進
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
建
設
準
備
を
進
め
、
今
年

の
七
月
に
工
事
に
着
手
し
、
十

一
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
商
工
会
館
は
、
総

経
費
約
六
千
万
円
を
投
じ
て
作

ら
れ
、
鉄
骨
二
階
建
、
延
二
百

九
十
九
・
四
五
平
方
眉
で
、
一

階
に
は
、
事
務
室
．
相
談
室
、

記
帳
指
導
室
、
資
料
室
、
二
階
に

は
、
二
つ
の
研
修
室
（
一
部
屋

和
室
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
中
里
村
の
買
物
動
向
調
査
に

よ
れ
ば
、
村
外
で
買
物
を
す
る

率
が
、
全
購
買
の
四
六
・
六
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

こ
の
傾
向
は
年
々
大
き
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
に
歯
止
め
を

か
け
る
と
と
も
に
、
国
道
三
五

三
号
線
改
良
に
伴
う
消
費
人
口

の
流
入
、
国
道
一
一
七
号
線
整

備
に
よ
る
商
店
街
の
再
編
成
な

ど
の
諸
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
完
成
し
た
商
工
会
館
を
大
い

に
活
用
し
、
商
工
業
者
の
研
修

を
進
め
る
と
と
も
に
現
状
を
認

識
し
、
将
来
構
想
を
樹
立
し
二

十
一
世
紀
に
対
応
し
た
商
工
業

の
振
興
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

”
健
康
づ
く
り

は
村
づ
く
り
”

と
い
え
る
ほ
ど

村
民
の
健
康
づ

く
り
は
大
き
な

行
政
課
題
で
す
。

　
今
年
も
、
み

な
さ
ん
か
ら
健
、

康
づ
く
り
に
対

す
る
認
識
を
高

め
て
い
た
だ
く

た
め
、
去
る
十

一
月
五
日
、
第

六
回
村
民
健
康

づ
く
り
大
会
が

保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し

た
。　
今
年
は
、
例

年
の
健
康
家
庭

等
の
表
彰
に
加

え
、
　
「
こ
れ
か

ら
の
中
里
村
の

健
康
づ
く
り
」

と
題
し
て
、
十

日
町
保
健
所
長

議
会
副
議
長
、

上
村
病
院
長
、

老
人
タ
ラ
ブ
連

合
会
長
、
国
保

運
営
協
議
会
長

婦
人
会
協
議
会

長
の
六
人
の
パ

ネ
ラ
ー
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
貴
重
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
に
は
、
町
立
大
和

病
院
長
黒
岩
卓
夫
氏
が
お
い
で

に
な
り
”
地
域
ぐ
る
み
の
健
康

づ
く
り
”
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
氏
は
講
演
の
中

で
、
ガ
ン
な
ど
の
手
術
の
高
額

医
療
費
を
例
に
と
っ
て
、
予
防

（
検
診
）
医
学
の
重
要
性
、
大

和
町
で
実
際
に
や
っ
て
い
る
地

わたし歯みがき大好き

域
ぐ
る
み
の
疾
病
予
防
な
ど
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

＊
表
　
彰

嫌鴫　　～～・＿

即　髄髄　　　週

ロ闘．、ロ
／
起

雪から集落を守る
　　　　　　倉下冬期管理センター完成

　役場から15km離れた倉下、土倉集落で

は、毎年4．5m～5．5mの積雪となります。

このため除雪作業も思うに任せず、冬場

になると交通が途絶えることが度々です。

　また、男衆は出稼ぎに出るため残され

た老人、婦人、子どもたちの精神的、肉

体的負担が大きくなっています。

　村では、この地域の孤立化を解消する

ために倉下に、約3000万円をかけて冬期

管理センター（鉄骨2階建150．1m2）と除雪

ブル1台を設置しました。このほど完成した

センターの1階には、ブルドーザーが2台

配備され、除雪作業に万全を期すととも

に、2階には集会所が設置され、地区の

人たちのコミニュケーションの場として

利用されます。

◎
昭
和
五
十
七
年
度
国
民
健
康

保
険
健
康
家
庭
表
彰

　
通
り
山
　
涌
井
友
吉
　
　
外

　
六
家
庭
）

◎
む
し
歯
の
な
い
子
表
彰

　
〔
三
歳
児
〕
荒
屋
、
服
部
勇
介

　
君
　
外
二
十
二
名

　
（
五
歳
児
〕
倉
俣
、
斉
喜
真
奈

　
美
君
　
外
九
名

◎
保
健
衛
生
一
般
表
彰

　
田
沢
本
村
　
村
山
ノ
ブ

　
本
屋
敷
　
　
南
雲
ヤ
イ

◎
献
血
功
労
表
彰
者
（
三
十
回
）

　
東
田
沢
　
　
村
山
源
一

　
市
之
越
　
　
・
富
井
利
明

　
荒
　
屋
　
　
桑
原
一
男

◎
住
み
郷
中
里
分
会
会
長
表
彰

　
倉
　
俣
　
　
岡
村
英
雄

　
倉
　
下
　
　
関
沢
寛
平

　
田
　
代
　
　
桑
原
寛
平

　
小
出
　
山
本
森
治
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優
良
運
転
手
表
彰
案
内

　
中
里
村
交
通
安
全
協
会
で
は
、

五
年
以
上
無
事
故
、
無
違
反
の

人
を
優
良
運
転
手
と
し
て
表
彰

し
一
て
い
ま
す
。

　
無
事
故
、
無
違
反
の
表
彰
は

五
年
、
十
年
、
十
五
年
…
…
と

い
う
よ
う
に
五
年
毎
に
行
い
ま

す
の
で
該
当
者
は
各
地
区
の
支

部
長
さ
ん
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
　
（
注
、
五
年
の
表
彰
を
受

け
な
い
で
十
年
の
表
彰
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
）

★
申
込
期
限

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
十
五
日

★
申
込
先
（
支
部
長
）

o
田
沢
北
地
区

　
金
沢
紀
一
田
沢
本
村
（
奎
）
一
三
五
三

〇
田
沢
南
地
区

　
桑
原
徳
重
山
　
崎
（
六
寺
、
。
杢

o
清
津
峡
地
区

　
阿
部
芳
男
高
道
山
（
奎
）
二
二
五
八

o
倉
俣
地
区

　
高
橋
定
利
倉
　
俣
（
六
…
葵
六

〇
目
ハ
野
地
区

　
村
山
喜
作
宮
中
（
六
三
と
三
七
六

交
通
事
故
の
悩
み
は

　
　
交
通
事
故
相
談
所
へ

　
交
通
事
故
相
談
所
は
、
昭
和

四
十
二
年
十
月
に
開
設
さ
れ
て

以
来
十
六
年
を
経
過
し
て
い
ま

す
。
相
談
所
は
、
交
通
事
故
に

よ
る
当
事
者
の
賠
償
問
題
等
の

悩
み
に
つ
い
て
、
適
切
な
指
導

と
助
言
を
行
い
、
公
正
な
解
決

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
交
通
事
故
相
談
所
は
、
新
潟

相
談
所
に
三
人
、
長
岡
、
上
越

駐
在
室
に
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
専

任
相
談
員
を
常
駐
さ
せ
る
と
と

も
に
、
毎
土
曜
日
に
は
、
県
の

委
嘱
し
た
弁
護
士
に
よ
り
事
故

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

★
長
岡
駐
在
室
、
長
岡
総
合
庁

舎
一
階
君
（
2
五
八
⊥
茜
⊥
一
一
一
二
）

※
平
日
九
時
～
十
六
時
、
土
曜

　
九
時
～
十
一
一
時

噺
露
騨

響
樋
薦
．

　
　
　
．
認
麟
、

　
　
　
●

モ
　
　広
田
疎
↑
さ
ん

　
　
新
婚
旅
行
の
グ
ァ
ム
島
で
、

　
ホ
テ
ル
の
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
…
ル

　
が
鳴
ら
ず
に
危
う
く
飛
行
機
に

　
乗
り
遅
れ
そ
う
に
な
っ
た
と

　
い
う
二
人
。
「
あ
の
時
は
、
本

　
当
に
冷
汗
が
で
ま
し
た
。
そ
の

　
後
は
順
調
に
行
き
ま
し
た
が
、

　
ギ
ラ
ギ
ラ
照
り
つ
け
る
太
陽
で

　
皮
膚
を
焼
き
す
ぎ
て
痛
く
て
た

　
い
へ
ん
で
し
た
一
と
甘
1
い
思

　
い
出
を
話
し
ま
す
。

　
　
二
人
の
出
会
は
知
人
に
よ
る

紹
介
で
す
。
初
め
て
会
っ
た
時

敏
一
さ
ん
が
チ
リ
チ
リ
の
パ
ー

マ
を
か
け
て
い
た
た
め
、
正
子

さ
ん
の
印
．
象
は
い
ま
い
ち
だ
っ

た
と
か
。
し
か
し
、
交
際
を
続
け

て
行
く
内
に
「
こ
の
人
と
い
っ

じ
ょ
だ
っ
た
ら
幸
福
に
な
れ
る
一

と
感
じ
た
と
い
う
正
子
さ
ん
。

　
ケ
ン
カ
は
「
お
互
い
に
強
情

ぱ
り
な
の
で
謝
ら
な
い
ん
で
す

よ
。
」
　
こ
ん
な
時
は
、
お
母
さ

ん
の
「
ネ
ラ
、
い
い
か
げ
ん
で
一

の
一
言
で
お
さ
ま
る
と
か
。

　
兼
業
農
家
に
嫁
に
来
た
か
っ

た
と
い
う
正
子
さ
ん
は
、
今
は

り
き
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

野
㈲
六
川
猛
夫
教
頭
先
生
が
指

導
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
は
、
歌
や
リ
ズ
ム
に
合

せ
て
、
手
、
腕
、
頭
、
首
な
ど

を
動
か
す
軽
い
体
操
を
楽
し
く

行
い
、
つ
づ
い
て
、
老
人
と
婦
人

と
が
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
、
陣

と
り
ゲ
ー
ム
（
イ
ス
と
リ
ゲ
ー

ム
と
同
じ
）
を
行
い
、
皆
が
童
心

・
に
返
っ
て
動
き
回
り
ま
し
た
。

中
に
は
、
一
つ
の
席
を
め
ぐ
っ

て
取
っ
組
み
合
う
シ
ー
ン
も
見

ら
れ
、
皆
の
爆
笑
を
か
い
ま
し

た
。
こ
の
他
に
も
、
ど
じ
ょ
う

取
り
ゲ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
ゲ
ー
ム
な
ど
を
と
お
し
、
ど

の
顔
も
と
て
も
い
い
顔
で
互
い

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

＼
慧
き
∵
馨
醒
込
、
獣
．
M
繋
蕪
．
輔
、
、
侭
．
．
．
，
箋
　
寒

灘鵜糠鶉、

灘．

霧
難

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
交
流
会
は
、
少
し
趣

向
を
か
え
て
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
お
互
い
の
交
流
を

深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
貝

年はとっても姿勢はばつぐん

　
高
齢
者
講
座
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
婦
人
と
の

交
流
会
が
、
去
る
十
一
月
二
十

五
日
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

老
人
三
十
人
、
婦
人
四
十
五
人

　巧みにボールをさばいて

　相手側の防御を巧みに切り抜けて、

シュートしたボールが、小気味よくゴ

ールに決まります。11月6日に開かれ

た村民バスケットボール大会には12チ

ームが参加し、熱戦が繰り広げられま

した。優勝（男子）体協Aチーム、

（女子）田沢中3年チーム

　歌って・踊って・若返って

　年をとっても歌や踊りの好きな人は

ハッラツとしています。11月24日、．総

合センターで開かれた老人芸能大会に

は、200人のお年よ1）たちが集まりまし

た。詩吟、剣舞、太鼓、踊り、歌と出

し物も豊富で、人生経験の豊かさを感

ヒさせてくれました。
ファイトむきだし

手と手

熱演する田代神楽座の人たち

　開業記念芸能大会で
　　　　　みごとな芸を披露

　11月12日～13日、上越新幹線開業1
周年記念として越後湯沢駅前で行われ
た芸能大会に、中里村から、田代の神
楽座とさざなみ会が出場し、神楽と歌
と踊1）を披露し観客の声援を浴びまし

た。この他にも物産展、観光展などが

行われ、清津峡、七ツ釜、小松原など

のPRに1役買いました。

ツシュ窟決働る
村民卓球大会

掌

雌o

　
“
ス
マ
ッ
、
ン
ユ

を
決
め
ろ
”
　
＋

一
月
二
十
七
日
㈹

田
沢
㈲
体
育
館
で

村
民
卓
球
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
前
日
か
ら
の
初

雪
で
冷
え
び
え
と

し
た
体
育
館
の
中
・

なかなか思ったようにいかない

も
選
手
た
ち
の
熱
気
で
あ
ふ
れ

打
っ
て
も
打
っ
て
も
返
す
ラ
リ

ー
の
応
酬
に
他
の
選
手
た
ち
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
沸
き
起
り
ま

し
た
。

　
成
　
　
績

★
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
一
位
　
上
原
　
孝
　
荒
　
屋

　
二
位
　
樋
口
正
則
　
荒
　
屋

　
三
位
柳
幸
一
　
本
屋
敷

　
三
位
　
富
井
利
明
　
市
ノ
越

★
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
一
位
高
橋
チ
ョ
子
田
中

　
二
位
　
山
本
ミ
イ
　
山
　
崎

　
三
位
　
相
沢
裕
子
　
田
　
中

★
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
吉
楽
芳
広
　
宮
中

　
吉
楽
重
敏
　
　
　
宮
　
中

★
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
村
山
ひ
と
み
　
　
田
沢
本
村

　
樋
口
正
則
　
　
　
荒
　
屋

眺轟
　
　
　
饗

藁
こ
れ
か
ら
の
警

纏
　
　
　
市
場
調
査
や
情
報
収
集

　
　
　
を
行
い
、
計
画
的
な
生

　
　
　
産
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
と
話
す
田
沢
本
村
の
村
山

篤
稔
さ
ん
。
村
山
さ
ん
は
、
現

在
、
水
田
八
十
艀
、
、
ユ
リ
七
十

艀
，
、
杉
苗
一
診
、
ス
ズ
ラ
ン
ニ
十

牌
、
を
経
営
す
る
専
業
農
家
で
す
。

　
清
津
ス
カ
シ
ユ
リ
は
生
産
過

剰
と
い
う
こ
と
で
す
が
「
需
要

の
落
込
み
で
も
う
限
界
だ
と
思

い
ま
す
。
ユ
リ
の
場
合
三
～
四

年
サ
イ
タ
ル
で
新
品
種
を
栽
培

し
て
い
か
な
い
と
市
場
に
対
応

田
沢
本
村

村
　
山
　
篤
　
稔
さ
ん

で
き
ま
せ
ん
。
花
卉
組
合
で
は

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
か
ら
積
極
的
な

新
品
種
の
導
入
を
や
っ
て
い
ま

す
一
ス
カ
シ
ユ
リ
の
切
花
は
ど

う
で
す
か
。
　
「
雪
解
け
の
関
係

で
六
月
下
旬
に
一
斉
に
出
荷
と

な
り
、
市
場
で
た
た
か
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
切
花
を
成
功
さ
せ

る
た
め
に
は
、
標
高
差
を
利
用

し
た
　
　
　
　
と
み
　
　
を
　

用
し
て
出
荷
時
期
を
調
整
圭

必
要
が
あ
り
ま
す
一
安
定
し
た

農
業
経
営
の
た
め
に
は
「
共
に

や
る
仲
間
が
必
要
で
す
。
お
互
｝

　
い
に
研
究
し
合
い
、
教
え
合
2

　
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
一
と
、
㎜

仲
間
づ
く
り
の
必
要
性
を
語
ゑ

　
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
し

11（日） 休日救急医（至誠堂医院52－3276）

13（火）

家庭教育講座（おやつづくり　高道山㈲
13：30～）

接客マナー一講習会（老人福祉センター
13：30～）

ハレバレワイドにっこり大放送　中里村
キャンペーン（B　S　Nラジオ放送
13：30～15：15）

14（胸

婦人健康づくり事業（たかば・たかば公
民館9：30～14：00）

婦人健康づくり事業（田代・田代生活改
善センター9：30～14：00）

15（木》
青色申告説明会（中里村総合センター
10：00～）

16㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

18（日） 休日救急医（池田医院52－2581）

20（火） 農用地転用許可申請メ切

21（脚
婦人健康づくり事業（程島・南雲洋吉宅
9：30～14：00）

22㈲

婦人健康づくり事業（角間、小出、葎沢、西

田尻・清津峡←jg理科室9：30～14：00）

婦人健康づくり事業（東田尻・東田尻集落
開発センター9：30～14：00）

23㈹

心配ごと行政相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

婦人健康づくり事業（東田沢・村山甲子
年宅9130～14：00）

24（D
婦人学級（生花、倉俣生活改善センター
14100～〉

25（日）

B　S　Nラジオ十日町放送局開局

クリスマス
休日救急医（中条病院57－3018）

29（木》 休日救急医（山口医院52－2174）

30㈲ 休日救急医（富田医院52－3269）

31（D
休日救急医（大島医院52－2957）

大晦相

1（ll） 元旦
休日救急医（山ロ医院52－2003）

2（月） 休日救急医（至誠堂医院52－3276）

3（火） 休日救急医（池田医院52－2581）

6㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

7（1：） 健康の日
8（日） 休日救急医（山口医院52－2174）

9（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所
10二〇〇～15：00）

Kx火） 農業者年金・農地相談日（農政課）

㊨
轟
》
◎
Y
㊧

＊
お
め
で
た
＊

　
大
（
樋
口
正
勝
）
干
溝

真
衣
（
山
田
勝
巳
）
宮
中

祐
哉
（
樋
口
茂
吉
）
小
原

拓
　
也
（
吉
田
　
晃
）
新
屋
敷

直
弥
（
太
嶋
正
八
）
白
羽
毛

　
拓
　
　
（
今
成
栄
一
）
上
　
山

聡
　
史
（
桑
原
安
行
）
東
田
尻

佐
　
智
（
樋
口
修
一
）
通
り
山

季
　
生
（
吉
楽
　
敦
）
宮
中

真
紗
美
（
斎
喜
勝
利
）
倉
俣

＊
ご
結
播
＊

行事予定表
　　おもしろい行事などがありましたら

　　取材に行きます。連絡をください。

　　　　　　　　※変更することがあります。
　　　　　　　　・御用の際は担当課で確認を

｛村
山
　
順
司

霜
垣
ひ
と
み

｛　樋
口
　
勝
人

松
沢
由
美
子

｛中
島
　
良
夫

大
津
　
秋
子

｛藤
田
　
順
司

　
石
沢
　
浩
美

｛樋
口
　
　
整

　
小
海
美
智
枝

＊
お
く
や
み
＊

阿樋南南関小江鐙村樋
部口雲雲　林口野山口

喜和ナハカハ文倉ツ孫
一也ミルツツ男平ネ三
75　0　　68　71　62　74　32　73　88　76

田
　
　
沢

十
日
町
市

　
桂

十
日
町
市

堀
之
内

十
日
町
市

宮
　
　
中

田
　
　
中

通
り
山

十
日
町
市

小
　
　
原

程
　
　
島

東
田
尻

如
来
寺

土
　
　
倉

上
　
　
山

堀
之
内

芋
　
　
川

荒
　
　
屋

高
道
山


